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ICAO の要件を満たさない者による航空管制 
 ～コスタリカの現状報告～ 

中南米は一般的に航空通信、管制について問題ある空域とされています。 

 その内コスタリカは比較的問題の少ない国とされていました。しかし最近管制官の給与に関し、

コスタリカ政府が管制官の組合と協定で定めた昇給を切り下げることとしました。このため管制

官の組合と紛争になっております。コスタリカ政府は ICAO の要件を満たさない者を採用し、

航空管制の現場に就けようとしています。あきれたことに、その中には（管制官の資格のない）

パイロットまで混ざっているということです。 
 
 この状況を憂慮し、さる 7月 9日に、我々の所属する IFALPA、管制官の国際団体 IFATCA、

航空関係の技術者の国際団体 IFETSEA、客室乗員と航空会社地上職の国際団体 ITF の４団体は

連名でコスタリカ大統領あてに抗議の書簡を送りました。 
 
 添付文書はこの件についての IFAPA Safety Bulletin 文書番号 05sab005です。 

 コスタリカの空域はニューヨーク=サンパウロの航空路より西にあり、日本の航空会社の便が

直接関係する可能性は低いとは思いますが、経緯を見守りたいと思います。 
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